
　　　　　千葉県立農業大学校 学校評価（令和６年度取組）　

重点目標１　農業及び農業関連産業のニーズを踏まえ、質の高い実践的な農業教育を提供する

取組状況・達成実績 評価項目 自己評価結果 今後の改善方策 外部評価委員会の意見

1   学生・研修生が多様
化している状況を踏ま
え、そのニーズやレベ
ルに応じた研修教育の
提供が求められてい
る。

1    実践的な知識と技術を習得
する「農場実習」、「専攻実
習」の一層の充実を図る。

　令和６年度から、農場実習のシラバスを見直し、農業経験のない学生でも系統だって基本的な技
術を学べる講座を設けて実施したところ、学生の学習到達点が明確になり、指導基準の統一化が図
れ、学生の達成意欲の向上、基礎的な技術の習得につなげることができた。
　令和６年度の全国農業大学校等プロジェクト発表会・意見発表会では、本校学生が養成課程の部
で全国第１位となった。また、第３４回ヤンマー学生懸賞論文・作文では本校学生が作文の部で第
１位の金賞を受賞するなど、本校での学びの成果が多岐にわたって発揮された。

　基礎的な技術の習得に
加え、学習意欲向上につ
ながる実習内容となって
いるか。

Ａ

　本校の学びがより良いものとなるよう、ディプロ
マポリシー、カリキュラムポリシーの策定を検討
し、カリキュラムの充実及びその学びに必要な施
設、設備等の充実を計画的に進める。
　農場実習や専攻実習等の一層の充実を図るととも
に、関係者からのアドバイス、学生へのアンケート
結果等を踏まえ、授業内容の充実や学習環境の改善
等を進めていく。

農業高校出身者と、普通
科高校出身者との間の技
術力の差と、農業体験の
ない学生に体験させると
いうことを最優先に実施
しているということで理
解した。

2   農学科・研究科で
は、専攻実習等の充実
をはじめ、「模擬会
社」活動の実施、ＧＡ
Ｐの取組実践、スマー
ト農業や６次産業化へ
の対応、キャリア教育
科目の強化などを柱と
したカリキュラムの充
実を図ってきた。

2 研究科の「模擬会社」授業を円
滑に実施するとともに、ＧＡＰ
対応やスマート農業の授業への
導入を進める。また、防除技術
の開発、販売活動など積極的な
取組を促進する。

模擬会社の活動では、令和４年に本格オープンしたブルーベリー観光農園に２１０名の参加者を
得ることができた。また、来客者向けに前年度に引き続きひまわり迷路の設置やミニ昆虫展を併設
するなど、顧客確保の取り組みを行った。

スマート農業教育の充実を図るため、スマート関連機械実演会を開催したほか、前年度までに導
入した統合環境制御ハウスや牛の行動監視システム、アシストスーツ、除草ロボット、食味・修了
センサー付きコンバイン等のスマート農業機器を活用し、学生の専攻実習や農場実習でのスマート
農業の学びを進めた。また、新たに、直進アシストトラクタの導入も行った。

令和４年度に新たに整備したＧＡＰ対応仕様の出荷調製施設を活用し、学校全体でＧＡＰの取り
組みを進め、既存の座学での学びと併せて、専攻実習時にリスク評価や改善活動を行い、ブルーベ
リーでGLOBAL G.A.P.認証を取得するとともに、大豆、いちごでも認証取得することができた。

　農業を取り巻く状況の
変化に対応し、授業内容
の見直しや教育方法の工
夫・改善を行っている
か。

Ａ

　販路開拓、６次産業化や観光農業への対応、新商
品の開発など、模擬会社の活動を促進する。さら
に、スマート農業等先進農業技術の習得、ＧＡＰの
取組、農林総合研究センターはじめ関係機関や地
域、団体、農業者等と連携した取り組みを推進す
る。

スマート農業は、入り口
にとどまらず、しっかり
とその後につながるよう
にしてもらいたい。
農林総合研究センターと
の連携ももっと進めてい
ただきたい。

3 学生のニーズに応じ「農業派
遣実習」を実践的効果的に実施
する。

受入農家等と学生双方の実情に対応した実習となるよう、受入可能農家の調査を農業事務所を通
じて行い、また、学生の派遣先農家の希望（品目や場所、通い又は宿泊）を確認し、派遣先農家と
のマッチングを行った。実施に当たっては農業事務所はじめ関係機関との連携に努めた。

農業経験のない学生も、農業に実地で触れることができ、今後の進路選択の参考にすることがで
きた。

　学生の就農意欲の向上
や将来展望の形成等につ
ながっているか。

Ａ

農業事務所等関係機関と連携し、学生の希望と派
遣先農家の調整を図り、より実践的・効果的な実習
を目指す。また、学生には目的を十分理解し心構え
を持って実習に取り組むよう促す。夏季の農業派遣
実習は、炎天下の中での実習となるため、今後、冬
季での実習を中心に行えるよう調整を行う。

夏場の炎天下での実習は
難しいことは理解した。

4 ６次産業化の取組強化を図る
ため、「加工・商品開発演習」
を効果的に実施するとともに、
６次産業化につながる取組を柔
軟に推進する。

　農学科では食品加工実習を通年で実施し、農産物の加工と高付加価値化の基礎を学習した。
研究科の加工・商品開発演習では、昨年度からカリキュラムの見直しを行い、１年次と２年次で

のシラバスを分け、段階を踏んで加工商品開発のノウハウを習得できるように、マーケティング専
門家の外部講師を招聘し、消費者ニーズ、シーズの把握、商品企画、レシピ開発、テストマーケ
ティング等の演習を順序だって実施し、産地等と連携した商品開発を実施できた。

　学生が積極的に実習に
取り組めるよう工夫・改
善を行っているか。

Ａ

本校産農産物の利用や、産地や農業者と連携した
商品開発など、マーケティング手法を基本とした６
次産業化に係る知識・技術を習得できるよう、学生
が創意工夫を凝らした主体的な取組を柔軟に支援し
ていく。

6次産業化で商品開発をし
たのであれば、ぜひ販売
できるようにしてほし
い。

5 　「教養基礎講座」、「キャリ
ア基礎講座」、「キャリアサ
ポート実習」を効果的に実施す
るなどキャリア教育の充実に努
める。

　「教養基礎講座」では、基礎的な数的処理や科学的や知識などこれから農業を実践していく上で
必要な学習を進めた。
　「キャリア基礎講座」では、専門家を講師に招き、小人数のグループ学習を中心に、進路や就職
に関する自己分析、就職活動に必要なビジネスマナーやコミュニケーション能力の習得、履歴書作
成、面接対応などを行った。
　「キャリアサポート実習」では、農業法人、関連企業等を訪問し、直接説明を受けた。

　先進農家、他産業関係
者等の外部講師を有効に
活用しているか。また、
学生のニーズやレベルに
応じた内容となっている
か。

Ａ

　学生の進路が多岐にわたる中、本校を卒業し農業
のプロフェッショナルとして社会に出ていけるよ
う、できるだけ学生の希望や個性に沿った指導を心
掛ける。多くの情報を学生へ提供していくととも
に、就職活動にあたって学生が苦手な企業研究や志
望動機の整理に力を入れる。

キャリアサポート実習の
視察は、ぜひ高校の先生
方にも参加してもらえる
ように日程調整してもら
いたい。

6 農耕車限定の大型特殊自動車免許をはじめ、農業機械士、日本農業技術検定、フォークリフト及
び小型車両系建設機械など、資格の取得を促進した。

　・日本農業技術検定：５２名(うち農業研修科１０名)
　　　　　　　　　　　【１級１名､２級２４名､３級２７名】

　・大型特殊自動車免許（農耕車限定）４９名（うち農業研修科１９名）

　・農業機械士２１名(学生のみ対象)、けん引免許１３名（うち学生５名）

　・小型車両系建設機械：３０名（うち農業研修科１４名）

　・フォークリフト：３０名（うち農業研修科１３名）

7 教職員の積極的な自己研修を
促し、資質及び指導力の向上を
図る。

教職員の自己研修を推進し、リモート研修会を中心に一人当たり研修参加回数は、４．６回と
なった。（昨年度２．８回） 　能力開発・指導力向上

に努めているか。
Ａ

　今後も、各職員の研修参加を促進し、知識の習得
と指導力等の向上を進める。

現状と課題 活動計画

　資格・免許の取得に向
けた教育体制を整えてい
るか。

Ａ

　就農・就職に向けた資格が取得できるよう、教科
科目やカリキュラムの充実を図るとともに、学生が
幅広く資格にチャレンジできる支援体制を強化して
いく。

　資格・免許の取得に対する学
生の意欲向上を図り、取得支援
体制の整備を進める。

大型特殊自動車免許につ
いては、せっかく取れる
機会であるので、できる
限り取得を進めていただ
きたい。

※自己評価結果

各評価項目について、教職員が「そう思う」「ほぼそう思

う」「あまりそう思わない」「そう思わない」の４段階で評

価。「そう思う」と「ほぼそう思う」の割合の計に応じ下記

により整理した。

８割以上:Ａ ６～８割:Ｂ ４～６割:Ｃ

２～４割:Ｄ ２割未満:Ｅ



重点目標２　学生・研修生が希望する就農・就職を実現する

取組状況・達成実績 評価項目 自己評価結果 今後の改善方策 外部評価委員会の意見

1

1

（一社）千葉県農業会議、（公社）千葉県園芸協会、（一社）千葉県農業協会、各農業事務所等
関係機関と連携をとり、就農を支援した。

2 2 専攻教室の中で、就農・就職
に向けた早期の意識付けを行
う。

　教務担当者、専攻教室担当者、クラス担任で連携をとり情報共有を図った。
　入学当初に就農・就職に向けた活動の年間スケジュールを提示し、早期の意識付けが図れるよう
に支援した。
　また、就職活動解禁前の１～２月に農業法人の会社説明会を初めて開催し、農学科１年生の就
農・就職支援を充実させた。
　学生の志向や専攻教室における研究内容等を踏まえ、就職に対する意識の醸成、インターンシッ
プや就職活動の支援に努めた。

早期の意識付けをする
ための工夫をしている
か。

Ａ

　キャリア教育の授業を活用し、入学後早い時期か
ら就農・就職に対する意識を高め、農学科１年次終
了時までには、各学生が進路の方向性を決められる
よう促していく。

3 　関係機関と連携して、研修生
の就農を支援する。

　農業研修科の農業者養成研修の修了生１８名のうち就農者は１４名（７８％）、就農予定（就農
準備中）の者は４名（２２％）だった。研修生の志向や状況に応じて就農を支援した。

市町村、農協、農業事務所との連携を強化し、認
定新規就農者制度の活用など、就農定着に向けた支
援を進める。

　研修で修了生を訪問したり、研修生のニーズに応じた集中講義（有機農業、流通販売）を開催し
たほか、市役所等の就農支援策を特別講義として取り入れるなど、関係機関と連携し効果的な研修
となるよう努めた。

研修生の要望等を踏まえた集中講義を取り入れ研
修内容の充実を図る。

3 4

4 　農業研修科の研修生
に早期から情報提供を
行い、派遣先農家や関
係機関との連携によ
り、着実な就農支援が
求められる。

5 卒業生・修了生の動向の把握、
情報収集及びフォローアップを
行う。
在校生、研修生の就農意識が高
まるよう、キャリアサポート実
習などを活用し農業経営者等と
の意見交換の場を設ける。

同窓会と連携して卒業後１～６年経過した卒業生に対しアンケートを行い、卒業後の動向や就業
状況の把握に努め、在校生へのキャリア支援の参考に資した。

キャリアサポート実習や視察研修で、本校の卒業生・研修生が就農している農業法人等へ視察を
行い、学生・研修生と意見交換を行った。 就農した卒業生や研修

修了生、農業経営者等と
の意見交換の場を積極的
に設けているか。

Ａ

卒業生・修了生への個別訪問、就農就職状況の把
握などフォローアップに努めるとともに、動向等の
検討を進め、現役学生・研修生の視察先として積極
的に活用する。学生・研修生個々に応じたきめ細や
かな進路支援を進める。

卒業生の現状把握の調査
対象を、10年以上前まで
に遡れば、卒業生の独立
就農のデータが得られる
のではないか。
今後の明るい農業の展望
としてつながっていくの
ではないか。

Ａ

現状と課題

　農業を取り巻く様々
な環境変化の中で、学
生・研修生が希望する
就農及び農業・食品関
連企業への就職の実現
が求められる。

　学生の就農・就職支援
のために関係機関及び関
係職員が適切に連携でき
ているか。

　ハローワーク、ジョブカフェ
ちば、地域しごと支援センター
ちばとの連携、教務担当職員と
専攻教室担当教員との連携及び
情報共有を図り、学生の就農・
就職を支援する。

活動計画

　農学科卒業生５０名のうち進路決定者は４９名（９８％）で、うち就農者が１３名（２６％）、
農業関連団体・企業等への就職者は２１名（４２％）進学した者は１５名（２４％）であった。研
究科卒業生１２名のうち進路決定者は１２名（１００％）、うち就農者２名（１７％）、農業関連
団体・企業への就職者１０名（８３％）だった。

　　　　　千葉県立農業大学校 学校評価（令和６年度取組）　

　ハローワーク、農業法人団体などの関連機関との
連携を密に、学生への進路支援体制の強化を図り、
進路ガイダンスの開催や個人面談等を継続して実施
する。また、就農就職した卒業生から直接話を聞く
機会の拡大など支援の充実を図っていく。

　親元就農及び農業法人等への就職支援のため、イ
ンターンシップ制度の利用者を増やし、（公社）千
葉県園芸協会、関係団体と連携して、学生・研修生
と農業法人とのマッチングを円滑に行う。
　さらに、農業法人等でのインターンシップ活動を
促進するとともに、農業法人等を招いた学校説明会
の開催など、就業意識の醸成、学生と農業法人との
マッチングを進める。

　毎年、一部学生の進
路決定が遅れ、進路未
定者が数名発生する。
就農・就職に対する早
期の動機付けを行い、
キャリア教育に関する
授業、進路ガイダン
ス、ハローワーク等と
の連携、教職員間の連
携強化などで、就農・
就職に向けた支援が必
要である。

　関係機関（担い手支
援課、（公社）千葉県
園芸協会、（一社）千
葉県農業会議等）と連
携し、就農支援の取組
を強化する。特に、農
業法人に関する就農情
報の体系的な収集・提
供、学生・研修生と農
業法人とのマッチング
が求められる。

　親元就農及び農業法人への就職を予定する学生が円滑に就農できるよう、農業事務所と情報共有
した。
　インターンシップ制度を整え、（一社）千葉県農業協会との連携協定によるインターンシップの
実施や、本校公欠制度による就農に向けたインターンシップを促進し、５名の学生がインターン
シップに参加した。また、本校の無料職業紹介事業で、求人情報と学生の求職希望とのマッチング
を行い、農業法人に８名雇用就農した。

Ａ

Ａ

　農業法人への就職支援のた
め、インターンシップ制度を整
えるとともに、（公社）千葉県
園芸協会、（一社）千葉県農業
協会と連携して学生・研修生と
農業法人とのマッチングを円滑
に行う。 　農業法人の情報提供と

マッチングを適切に行っ
ているか。

　研修生の就農支援のた
めに関係機関と適切に連
携できているか。

卒業生のフォローアップ
を1年後の確認だけでなく
5年後のチェックも行うよ
うにし、離農したケース
の問題点を分析してもら
いたい。

就農に関しては、施設や
機械の貸し借りのマッチ
ングや農業支援センター
等関係機関との連携が重
要になる。



重点目標３　農業を志す意欲ある学生・研修生を確保する

取組状況・達成実績 評価項目 自己評価結果 今後の改善方策 外部評価委員会の意見

1 1 　高校生の進路決定前の７月ま
でに高校訪問を行い、計画的か
つ効率的な募集活動を行う。

　令和７年度入学生は、農学科募集人員８０名に対し、応募者４４名、合格者３３名、入学者３１
名であった。令和５年度は５１名、令和６年度は５０名、令和７年度は３１名と入学生が減少し
た。
　研究科の募集人員２０名に対し、応募者２２名、合格者１５名、入学者
１５名だった。農学科から研究科へ進学する学生数は、学生の就職・進学動向により年次変動があ
るが、令和５年度は１３名、令和６年度は１１名、
令和７年度は１５名とほぼ横ばいとなっている。

職員が分担して５月から７月まで７４の高校を訪問し、学校案内・学生募集の説明、一日体験入
学・オープンキャンパスの案内等を行った（前年度７０校）。

また、６月～８月にかけてオープンキャンパス・一日体験入学を実施し、オープンキャンパスに
は延べ１４９名（前年度１７５名）（うち生徒延べ９３名）の参加者があり、一日体験入学には延
べ５４名（前年度８８名）（うち生徒延べ３１名）の参加者があり、本校のきめ細かな説明を行っ
た。

さらに、月、水、金曜日の実習の見学を行う「平日見学会（実習）」、平日に来校できない入学
希望者のために第２、４日曜日に本校の見学を行う「日曜見学会」を昨年度から開始し、１３名の
参加者を得て、入学希望者の利便性向上を図った。

オープンキャンパス・１日体験入学が参加しやす
く充実したものとなるよう努める。

また、県内農業高校の生徒に本校の実習を体験し
てもらう「キャンパスツアー」を新たに企画し、本
校と農業高校と連動した就農または、本県農業を支
える産業への就職につながる学びを構築していく。

2 農大の概要や特色を記載した学校案内、アドミッションポリシー（入学者受入方針）を掲載した
学生募集要項等を作成して募集活動に活用した。

　学校案内について本校の特徴や魅力が伝わるよう
引き続き充実を図っていく。
　本校の認知度を上げるために、全国の農業高校へ
学校案内等の送付を行う。

2 高校で実施する進路ガイダン
ス等に積極的に参加し、高校生
に本校のＰＲと農業に関する啓
発活動を行う。

　高校での進路ガイダンスに参加し、のべ５０校で農業大学校の紹介と農業の啓発活動を行った。
　また、本校教員が高校に出向き、出前授業を計１１回実施した。

就農状況、就職状況、資
格取得などの学校の情報
を正確に伝えるととも
に、本校のＰＲを適切か
つ効果的に行っている
か。

Ａ

進路ガイダンス等へ積極的に参加し、農業等の啓
発と本校の紹介を行う。

入学生募集を工業高校に
も広げて、農業機械関係
のイベントを組んで投げ
込んでみると興味を示し
てくれるかもしれない。

3 農業研修科の就農準備講座の受講生は募集人員３６名に対し３６名、農業者養成研修の受講生は
募集人員４０名に対し１８名、就農実践研修の受講生は募集人員５名に対し１名であった。

ホームページ等を通じた情報発信と情報提供に取
り組み、多くの人に向け見やすい内容で、学校ＰＲ
に努めていく。特にＳＮＳは学生世代で利用者が多
いことからタイムリーで親しみやすい情報提供に努
める。

機械化研修科の各研修コース合計の募集定員５９１名に対し、受講者は４２５名（７１．９％）
であった。

学校案内、研修案内の充実を図るとともに、就農
相談会などへの参加を進める。

ホームページの更新（３２回）をはじめ、フェイスブック・ツイッターへの掲載（７５件）な
ど、インターネットを通じて、学校案内、実習、研修の実施状況などＰＲに努めた。

　学校案内、研修案内を最新のものへ更新し、常に新しい情報を入学希望者等へ提供するよう努め
た。
　また、就農相談会などで就農希望者等へ本校を積極的に紹介した。

4 高校との連携を強化し、中学
生向けの農業の学びリーフレッ
トを作成配付するなど、農業を
志す高校生の確保につなげる。

農業高校の職員等を対象とした研修や、農業事務所が行う高校生向け研修の受け入れを行うなど
連携を深めた。

農業関係高校と協力し、昨年度に続き中学生向けの農業の学びポスターを３，０００部作成・配
付した。

　農業高校と連携し、中
学生に対して効果的な農
業についてＰＲできてい
るか。

Ａ

中学生向けの農業の学びパンフレットの活用、農
業高校職員等向け研修の受け入れなど、農業高校や
(公社)千葉県園芸協会等との連携を基礎に、学生の
確保につなげていく。

　(公社)千葉県園芸協
会等の関係機関と連携
し、積極的に新規就農
希望者を受け入れ、研
修生の多様なニーズに
対応し、就農支援機関
としての役割を果たす
ことが求められてい
る。

　少子化により18歳人
口が減少する中で、農
業を目指す意欲ある高
校生を確保するため

に、高校と密接に連携
しながら、積極的かつ
効率的な募集活動の実

施が求められる。

現状と課題

Ａ

Ａ
　募集活動を、適切かつ
効果的に行っているか。

　意欲ある学生・研修生
を確保するため、カリ
キュラムや授業内容など
で特徴や魅力づくりに努
めるとともに、積極的に
広報を行っているか。

活動計画

　魅力ある学校案内・研修案内
の作成、ホームページ、ＳＮＳ
やインターネットメディア局等
を通じた情報発信など、広報活
動を積極的に行い、学生・研修
生を確保する。

　入学生を確保していくために、県内農業高校から
の入学生が減少していることから、高校訪問や出張
授業を積極的に実施して行くとともに、農業高校と
連携して入学生を確保し、本県農業の担い手、指導
者の育成を積極的に取り組んでいく。

　　　　　千葉県立農業大学校 学校評価（令和６年度取組）　

若い人は学校の雰囲気や
状況をSNSを通じて知る。
OBの声や学生の研究、寮
生活など、生き生きとし
た発信を見せていかなけ
ればならない。

千葉県の農業大学校とし
てPRできるものを考えた
方が良いと思う。

農学科は入学者が31名と
非常に少ないのに、評価
がAというのは、職員の危
機感がないのではない
か。


